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前
國
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司
■
生
春
戌
が
ご

神
託
を
家
り
創
定
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

古
水
、
宇
佐
神
官
の
別
官
と
し
て
聞
こ
え
、
子
安
時
代
に
は
式
外
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所
入
椿
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分
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さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

南
北
朝
の
時
代
に
な
る
と
、
当
官
の
西
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歳ユ祭  1月 1日  午前 0時
新年の初めに国家の安木と民子崇教者の

子安 を祈 ります。

お粥祭  3月 15日  午前 8時
2月 26日 に次いて神殿に納めていた粥を

取 り出し、友面のかびやひびの様子でその

年の人候や晨作物の作柄 をといます。

祈年祭 (春季夫祭)3月 15日  午前11時
二穀豊穣 と併せてあらゆる生産が増生す るよ う祈 ります。

名越祭  8月 1日  午前 11時
茅の輪 をくく

゛
り罪桟 を狡い、夏の疫病や

災難からのがれるよう祈 ります。

Fll祭 (秋李夫祭) 9月 15日  午前 11時
「及生会」ともよび、神社で晨も立妥な祭典で国家の安寧
と民子崇教者の子安を祈 ります。

御神幸 9月 第 3日 曜 日
神興に神様をお未せし下官までお下りします。当日は民子
地区による行夕1浮立の本的があります。

お人焚き神事
1年 間お世話に
かけること)ヽ たヽ

12月 31日  午後11時 302
なったおオLや お守 りをお交

します。
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